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昭
和
十
九
年
十
月
二
十
五
日
、
五
機
の
爆
装
零
戦
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
第
一
次
神し
ん

風ぷ
う
特
別
攻
撃
隊
敷
島

隊
が
、
レ
イ
テ
沖
で
護
衛
空
母
一
隻
撃
沈
、
同
二
隻
大
破
と
い
う
大
戦
果
を
あ
げ
て
以
後
、
特
攻
攻
撃
は
陸

海
軍
そ
れ
ぞ
れ
で
、
組
織
的
、
計
画
的
に
敢
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
通
常
攻
撃
で
は
期
待
で
き
ぬ
ほ
ど
の

戦
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
沖
縄
に
上
陸
す
る
と
、
同
六
日
に
は
日
本
陸
海
軍
の

協
同
に
よ
る
航
空
総
攻
撃
「
菊
水
一
号
作
戦
」
が
発
動
さ
れ
、
初
期
の
神
風
特
攻
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ

ど
大
規
模
な
特
攻
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
四
月
六
日
に
出
撃
し
た
日
本
軍
航
空
機
は
総
数
五
百

二
十
四
機
で
、
そ
の
う
ち
特
攻
機
は
三
百
三
機
で
し
た
。

こ
の
菊
水
作
戦
は
沖
縄
が
陥
落
す
る
六
月
二
十
一
日
ま
で
十
回
発
動
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
後
も
小

規
模
な
が
ら
特
攻
は
続
行
さ
れ
て
、
終
戦
の
日
の
八
月
十
五
日
ま
で
続
き
ま
し
た
。
い
わ
ば
特
攻
は
戦
争

末
期
に
日
本
軍
が
展
開
し
た
唯
一
の
積
極
戦
略
で
あ
り
、
戦
後
、
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
も
、「
カ
ミ
カ

ゼ
は
第
二
次
大
戦
中
に
日
本
の
開
発
し
た
最
も
有
効
な
兵
器
で
あ
っ
た
」
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

太
平
洋
で
日
本
陸
海
軍
機
と
直
接
戦
っ
た
連
合
軍
将
兵
は
神
風
特
攻
、
即
ち
カ
ミ
カ
ゼ
・
ア
タ
ッ
ク
を

何
よ
り
も
恐
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
ロ
ベ
ー
ル
・
ギ
ラ
ン
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
特
派
員
は
『
日
本
人
と
戦

争
』
と
い
う
自
著
の
中
で
、「
カ
ミ
カ
ゼ
・
ア
タ
ッ
ク
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
被
害
は
、
昭
和
十
九
年
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十
月
二
十
五
日
か
ら
終
戦
の
日
ま
で
、
撃
沈
が
空
母
三
隻
を
含
む
三
十
五
隻
で
、
損
傷
は
二
百
八
十
五
隻

に
も
及
び
、
そ
の
中
に
は
空
母
三
十
六
隻
、
戦
艦
十
五
隻
、
巡
洋
艦
十
五
隻
、
駆
逐
艦
八
十
七
隻
を
含

む
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
カ
ミ
カ
ゼ
・
ア
タ
ッ
ク
は
凄
ま
じ
い
被
害
を
ア
メ
リ
カ
海
軍
艦
船
に
与
え
た
と

い
え
ま
す
。

そ
こ
で
常
に
問
題
に
さ
れ
る
の
は
カ
ミ
カ
ゼ
の
命
中
率
で
す
が
、
一
般
に
カ
ミ
カ
ゼ
は
目
標
艦
船
に
到

着
す
る
前
に
敵
の
迎
撃
機
に
よ
っ
て
半
数
が
撃
墜
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
敵
上
空
に
達
し
て

も
、
高
射
砲
弾
が
目
標
機
の
近
く
を
擦
過
す
る
だ
け
で
爆
発
す
る
近
接
信
管
付
砲
弾
に
よ
る
レ
ー
ダ
ー
射

撃
で
ま
た
半
数
が
撃
墜
さ
れ
、
さ
ら
に
最
後
の
突
入
時
に
敵
艦
か
ら
射
ち
上
げ
る
猛
烈
な
弾
幕
に
よ
っ
て

そ
の
半
数
が
撃
墜
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。
こ
の
割
合
に
よ
る
と
最
終
的
な
命
中
率
は
一
二
・
五
％
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、『
神
風
特
攻
隊
』
の
著
書
が
あ
る
Ａ
・
Ｊ
・
バ
ー
カ
ー
は
、
菊

水
作
戦
が
発
動
さ
れ
た
四
月
六
日
か
ら
六
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
に
千
四
百
六
十
五
機
の
カ
ミ
カ
ゼ
が
出

撃
し
、
カ
ミ
カ
ゼ
の
命
中
に
よ
り
連
合
軍
艦
船
の
二
十
六
隻
が
沈
没
、
百
六
十
四
隻
が
損
害
を
受
け
た
と

し
て
お
り
、
命
中
率
は
一
二
・
九
七
％
と
な
り
、
計
算
上
の
命
中
率
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

ま
た
こ
の
命
中
率
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
カ
ミ
カ
ゼ
対
策
が
ま
だ
確

立
し
て
い
な
か
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
決
戦
時
は
命
中
率
が
高
く
、
そ
れ
が
確
立
し
た
沖
縄
決
戦
時
は
命
中
率

が
低
下
し
た
と
い
う
点
で
す
。
た
と
え
ば
ア
ル
バ
ー
ト
・
ノ
ー
フ
ィ
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ダ
ニ
ガ
ン
共
著
の

『
第
二
次
世
界
大
戦
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
翌
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
決
戦
で
、
日
本
軍
は
三
百
七
十
八
機
の
特
攻
機
を
失
な
い
ま
し
た
が
、
連
合
軍
艦
船
十
六
隻
を
沈

め
、
八
十
七
隻
に
損
害
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
命
中
率
は
二
七
・
二
四
％
と
な
り
、

標
準
計
算
の
二
倍
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
沖
縄
決
戦
に
な
る
と
連
合
軍
側
の
カ
ミ
カ
ゼ
対
策
は
極
め
て
効
果
的
と
な
り
、
昭
和
二
十
年
三
月

十
八
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
に
日
本
軍
は
二
千
五
百
機
の
航
空
機
を
失
な
い
、
連
合
軍
側
は
十
三
隻
を
沈

め
ら
れ
、
百
七
十
四
隻
に
損
害
を
受
け
た
と
さ
れ
、
こ
の
日
本
軍
の
二
千
五
百
機
が
す
べ
て
特
攻
機
で
あ
る

か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
の
で
す
が
、
す
べ
て
そ
う
だ
と
す
る
と
、
命
中
率
は
七
・
四
八
％
に
低
下
し
ま

す
。こ

の
よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
決
戦
の
時
に
二
七
・
二
四
％
で
あ
っ
た
命
中
率
は
、
沖
縄
決
戦
で
は
七
・
四

八
％
ま
で
落
ち
た
の
で
す
が
、
出
撃
機
数
が
沖
縄
決
戦
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
決
戦
の
六
・
六
倍
に
も
及
ん
だ

た
め
、
連
合
軍
側
の
損
害
は
沈
没
、
損
傷
と
も
に
大
幅
に
増
え
た
わ
け
で
す
。

ま
た
同
書
で
は
特
攻
攻
撃
が
展
開
さ
れ
た
昭
和
十
九
年
十
月
か
ら
昭
和
二
十
年
八
月
ま
で
の
特
攻
機
喪

失
を
三
千
九
百
機
と
し
、
連
合
国
軍
側
艦
艇
の
沈
没
を
八
十
三
隻
、
損
傷
を
三
百
五
十
隻
と
見
て
い
ま
す

か
ら
、
命
中
率
は
一
一
・
一
％
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
標
準
計
算
の
一
二
・
五
％
に
近
い
数
字
と

な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
沈
没
八
十
三
隻
の
内
訳
は
、
護
衛
空
母
三
隻
、
駆
逐
艦
十
三
隻
、
護
衛
駆
逐

艦
一
隻
、
掃
海
艇
二
隻
、
そ
の
他
六
十
四
隻
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
中
に
は
上
陸
用
舟
艇
や
物
資
輸

送
船
等
の
小
艦
艇
が
含
ま
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
ミ
カ
ゼ
は
日
本
が
世
界
に
誇
っ
た
連
合
艦
隊
の
行
っ
た
い
か
な
る
海
戦
よ
り
も
大
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き
な
戦
果
を
あ
げ
た
わ
け
で
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
公
式
記
録
で
は
、
損
傷
艦
艇
の
約
七
七
％
、
海
軍
将
兵

死
傷
の
約
八
〇
％
が
カ
ミ
カ
ゼ
・
ア
タ
ッ
ク
に
よ
る
被
害
と
さ
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
将
兵
に
と
っ

て
最
強
の
敵
が
カ
ミ
カ
ゼ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

本
書
に
は
タ
イ
ト
ル
通
り
、
外
国
人
が
カ
ミ
カ
ゼ
を
ど
う
見
た
か
が
様
々
な
角
度
か
ら
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
外
国
人
が
カ
ミ
カ
ゼ
の
実
相
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
カ
ミ
カ
ゼ
が
日
本
の
歴
史
と
文
化
と
伝
統
の

必
然
的
な
産
物
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
日
本
人
の
本
質
を
知
る
こ
と
に
外
な
ら
ず
、
本
書
は
カ
ミ
カ
ゼ
を

通
し
て
見
た
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
外
国
人
に
よ
る
日
本
人
論
と
も
い
え
る
の
で
す
。

な
お
外
国
人
は
特
攻
隊
や
特
攻
隊
員
、
あ
る
い
は
特
攻
攻
撃
を
一
緒
く
た
に
し
て
カ
ミ
カ
ゼ
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
日
本
軍
の
特
攻
部
隊
を
分
類
す
る
と
、
ま
ず
航
空
特
攻
と
海
上
特
攻
、
水
中
特
攻
に
大
別
で

き
ま
す
。

航
空
特
攻
の
う
ち
、
海
軍
特
攻
は
神し
ん
風ぷ
う
特
攻
と
桜お
う
花か

特
攻
に
分
け
ら
れ
、
桜
花
特
攻
は
人
間
ロ
ケ
ッ
ト

桜
花
と
そ
の
母
機
一
式
陸
攻
と
そ
の
援
護
戦
闘
機
か
ら
な
る
特
攻
隊
で
す
。
神
風
特
攻
は
い
う
ま
で
も
な

く
特
攻
隊
の
主
力
で
、
一
般
に
は
神か
み
風か
ぜ
と
読
ま
れ
、
外
国
人
も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
各
種
特
攻
を
区
別
な
く

カ
ミ
カ
ゼ
と
呼
ん
だ
わ
け
で
す
。

ま
た
神
風
特
攻
隊
に
は
様
々
な
詩
的
な
隊
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
第
一
次
神
風
特
攻
隊
敷
島
隊

の
場
合
は
、
国
学
者
本も
と
居お
り
宣の
り
長な
が
の
名
歌
「
敷
島
の
大
和
心
を
人
問
は
ゞ
朝
日
に
匂
ふ
山
桜
花
」
か
ら
採と

ら

れ
、
同
時
に
こ
の
和
歌
か
ら
他
に
大
和
隊
、
朝
日
隊
、
山
桜
隊
の
三
隊
も
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

陸
軍
特
攻
の
場
合
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
決
戦
期
に
は
富
嶽
隊
、
万ば
ん
朶だ

隊
と
い
っ
た
勇
壮
な
隊
名
が
つ
け
ら

れ
た
の
で
す
が
、
沖
縄
決
戦
期
に
は
九
州
の
各
基
地
か
ら
出
撃
す
る
部
隊
は
第
○
○
振
武
隊
と
命
名
さ
れ
、

台
湾
の
基
地
か
ら
出
撃
す
る
部
隊
に
は
誠
第
○
○
飛
行
隊
と
命
名
さ
れ
る
の
が
常
で
し
た
。

ま
た
陸
軍
特
攻
で
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
の
は
空
挺
部
隊
で
、
義
烈
空
挺
隊
、
薫
か
お
る
空
挺
隊
、
高
千
穂
降
下
部

隊
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
部
隊
の
特
徴
は
、
輸
送
機
で
敵
基
地
に
強
行
着
陸
し
て
肉
弾
突
撃
し
た
り
、
落

下
傘
等
で
敵
陣
内
に
降
下
し
て
敵
軍
を
撹
乱
す
る
と
い
う
決
死
の
部
隊
で
し
た
。

海
上
特
攻
と
し
て
は
、
沖
縄
決
戦
時
の
戦
艦
大
和
以
下
の
第
二
艦
隊
の
特
攻
が
有
名
で
す
が
、
他
に

爆
装
ボ
ー
ト
に
よ
る
特
攻
は
海
軍
で
は
震
洋
、
陸
軍
で
は
㋹
艇
（
連
絡
艇
の
頭
文
字
）
の
部
隊
が
編
成
さ
れ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
決
戦
、
沖
縄
決
戦
で
出
動
し
ま
し
た
。

水
中
特
攻
は
人
間
魚
雷
回
天
が
有
名
で
、
菊
水
隊
、
金
剛
隊
等
九
隊
が
編
成
さ
れ
、
神し
ん
風ぷ
う
特
別
攻
撃
隊

に
対
し
て
神し
ん

潮ち
ょ
う
特
別
攻
撃
隊
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

以
上
が
航
空
、
海
上
、
水
中
各
特
攻
隊
の
概
要
で
す
が
、
こ
の
う
ち
航
空
特
攻
を
総
称
し
て
外
国
人
は

カ
ミ
カ
ゼ
と
呼
び
、
当
然
そ
の
中
に
は
海
軍
の
神
風
特
攻
隊
ば
か
り
で
な
く
、
陸
軍
特
攻
隊
も
含
ま
れ
ま

し
た
。

そ
こ
で
こ
の
カ
ミ
カ
ゼ
の
年
齢
構
成
で
す
が
、
も
っ
と
も
若
い
ク
ラ
ス
で
十
七
歳
で
す
が
、
主
力
は
十

八
、
九
歳
と
、
二
十
二
、
三
歳
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
者
は
海
軍
で
す
と
予
科
練
出
身
者
、
陸
軍
で
す

と
少
年
航
空
兵
出
身
者
が
主
力
で
、
後
者
は
学
徒
出
陣
組
で
編
成
さ
れ
、
海
軍
で
す
と
飛
行
予
備
学
生
、

陸
軍
で
す
と
特
別
操
縦
見
習
士
官
が
主
力
で
し
た
。

ま
た
防
衛
省
の
記
録
で
は
、
特
攻
隊
の
戦
死
者
は
、
海
軍
が
二
千
五
百
二
十
五
人
、
陸
軍
が
千
四
百
四
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人
、
計
三
千
九
百
二
十
九
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
旧
陸
海
軍
の
記
録
で
は
、
海
軍
が
二
千
六
百
三
十
一

人
、
陸
軍
が
千
七
百
四
十
八
人
、
計
四
千
三
百
七
十
九
人
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
東
京
・
世
田
谷
の
観
音

院
に
あ
る
特
攻
観
音
堂
に
は
、
海
軍
二
千
六
百
三
十
柱
、
陸
軍
千
九
百
八
十
五
柱
、
計
四
千
六
百
十
五
柱
の

御み

霊た
ま
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
攻
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
戦
後
常
に
提
起
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
問
題
で
す
が
、
外
国
人
が

特
攻
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
認
識
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
特
攻
の
本
質
に
迫
る
極
め
て
有
効
な
方

法
と
い
え
ま
す
。
外
国
人
の
多
く
は
特
攻
自
体
を
狂
気
の
沙
汰
と
断
定
し
ま
す
が
、
特
攻
隊
員
の
並
外
れ

た
勇
気
と
自
己
犠
牲
の
崇
高
な
精
神
に
は
深
い
共
感
を
示
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
『
神
風
』
の
著
書
を
持

つ
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ミ
ロ
ー
は
、
特
攻
と
い
う
「
戦
術
的
自
殺
行
動
」
な
ど
は
容
認
で
き
な
い
と
し
つ
つ
、

「
し
か
し
ま
た
、
日
本
の
こ
れ
ら
の
特
攻
志
願
者
の
人
間
に
、
無
感
動
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
も
到
底
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
活
気
づ
け
て
い
た
論
理
が
ど
う
で
あ
れ
、
彼
ら
の
勇
気
、
決
意
、
自
己

犠
牲
に
は
、
感
嘆
を
禁
じ
得
な
い
し
、
ま
た
禁
ず
べ
き
で
は
な
い
。
彼
ら
は
人
間
と
い
う
も
の
が
そ

の
よ
う
で
あ
り
得
る
こ
と
の
可
能
な
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
我
々
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」

と
断
言
し
ま
し
た
。
男
子
は
危
地
に
立
っ
た
時
、
は
じ
め
て
そ
の
真
価
が
分
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

特
攻
隊
員
の
真
情
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
危
地
に
立
っ
た
時
に
彼
ら
が
示
し
た
日
本
人
と
し
て
の
見
事

さ
を
知
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
す
。

北
影
雄
幸　
　


